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川 崎 市 議 会 議 員 

後援会だより 

戌
年
の
年
頭
に
あ
た
り 

皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
、

ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

川
崎
市
議
会
議
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矢
沢
た
か
お 

   
写 真 

 

 

平成 30年 

謹賀新年 
 矢沢たかお 

れ
ま
し
た
。 

 

皇
室
に
お
い
て
は
、
9
月
に
秋
篠
宮

家
長
女
眞
子
様
と
小
室
圭
さ
ん
の
婚
約

発
表
に
日
本
中
が
慶
祝
の
機
運
に
包
ま

れ
、
穏
や
か
な
気
持
ち
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
天
皇
陛
下
退
位
の
特
例
法
が
約

200
年
ぶ
り
に
成
立
。
来
年
４
月
30
日
ご

退
位
が
固
ま
り
ま
し
た
。
我
が
国
の
象
徴

と
し
て
、
全
身
全
霊
で
ご
公
務
を
果
た
さ

れ
て
き
た
陛
下
の
想
い
を
受
け
、
国
民
的

な
議
論
を
重
ね
た
結
果
で
あ
り
、
如
何
に

世
界
の
中
で
日
本
が
安
定
し
た
素
晴
ら

し
い
国
で
あ
る
か
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

米
国
第
45
代
大
統
領
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
氏
が
就
任
し
、
約
1
年
が
経
過
。

日
米
関
係
は
近
年
で
最
も
良
好
な
状
態

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
度
重
な

る
ミ
サ
イ
ル
発
射
と
核
実
験
、
北
朝
鮮
の

暴
挙
に
は
憤
り
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
政
権

に
よ
る
毅
然
と
し
た
対
応
と
、
諸
外
国
と

の
連
携
強
化
が
必
須
で
す
。
川
崎
市
議
会

と
し
て
も
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
実
施
に
対

し
抗
議
文
を
送
付
。
恒
久
平
和
の
た
め
に

尽
力
し
て
参
り
ま
す
。 

 

結
び
に
、
私
事
で
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す

が
、
先
日
、
第
一
子(

男
子)

が
誕
生
致
し

ま
し
た
。
市
政
に
お
け
る
取
組
を
よ
り
一

層
充
実
、
励
み
な
が
ら
、
家
族
一
丸
と
な

っ
て
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
念

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

一
．
子
ど
も
施
策
に
つ
い
て 

●
中
学
校
完
全
給
食 

 

先
月
か
ら
市
内
３
セ
ン
タ
ー
全
て
が

稼
働
し
、
52
校
あ
る
市
立
中
学
全
て
で

給
食
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
、

給
食
へ
の
市
内
産
農
産
物
の
活
用
を
訴

え
続
け
、
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
計
画

に
統
一
献
立
へ
の
使
用
が
明
記
さ
れ
ま

し
た
。
以
降
、
順
調
に
市
内
産
農
産
物
の

活
用
が
進
み
、
昨
年
一
年
間
で
の
使
用
量

は
約
7.6
ト
ン
。
本
年
は
更
な
る
需
要
が

見
込
め
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
地
元
農
産

物
を
知
り
、
都
市
農
業
を
学
ぶ
食
農
教
育

の
観
点
か
ら
も
、
将
来
的
に
は
市
内
生
産

者
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
の
安
定
化
、
生
産
意

欲
向
上
に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

●
待
機
児
童
対
策 

 

平
成
29
年
10
月
1
日
現
在
の
待
機

児
童
数
は
国
の
新
し
い
基
準
に
基
づ
き

集
計
さ
れ
た
結
果
374
人
と
な
り
、
前
年

比
較
274
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
待 市議会定例会での一般質問の様子 

平
成
30
年
戌
年
を
皆
様
と
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
本
年

も
皆
様
に
と
っ
て
、
ご
健
康
の
中
で
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
10
月

の
第
48
回
衆
議
院
選
挙
で
は
、
18
区
・
山
際

大
志
郎
候
補
が
、
9
区
・
中
山
展
宏
候
補
が
、

そ
れ
ぞ
れ
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
同
日
投

開
票
と
な
っ
た
市
長
選
挙
、
川
崎
区
補
欠
選

挙
に
お
い
て
も
我
が
会
派
が
支
持
す
る
候

補
が
当
選
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ご
支

援
頂
い
た
皆
様
に
は
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
衆
議
院
小
選
挙
区
の

区
割
り
変
更
に
伴
い
、
9
区(

多
摩
・
麻
生)

に
加
わ
っ
た
神
木
本
町
の
皆
様
に
は
、
十
分

な
時
間
も
な
い
中
、
最
大
限
ご
尽
力
頂
き
ま

し
た
事
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
負

託
に
応
え
る
に
は
、
訴
え
た
政
策
の
実
現
に

向
け
、
謙
虚
な
姿
勢
と
丁
寧
な
取
組
が
何
よ

り
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
も
初
心
を
忘
れ
る

事
無
く
市
政
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 

過
去
、
国
内
３
大
大
会
で
準
優
勝
を
８
回

経
験
す
る
も
頂
点
に
は
届
か
な
か
っ
た
川

崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
が
、創
設
21
年
目
で
悲
願

の
J1
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
、本
市
を
大
い
に

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
長
過
ぎ
て
長

す
ぎ
て
…
こ
の
ま
ま
タ
イ
ト
ル
を
取
れ
ず

に
辞
め
る
と
思
っ
た
。
み
ん
な
で
取
っ
た
優

勝
」
と
語
っ
た
中
村
憲
剛
選
手
の
言
葉
は
、

市
民
に
大
き
な
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く 

●
一
期
目
３
年
目
が
ス
タ
ー
ト
！ 

３
年
目
の
市
議
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
に
所
属
。
ま
た
、
今
年
度
創
設
さ

れ
た
政
令
市
特
有
の
税
制
課
題
に
つ
い

て
議
論
し
国
へ
の
要
望
を
行
う
「
大
都
市

税
制
特
別
委
員
会
」
に
も
会
派
を
代
表

し
、
所
属
致
し
ま
し
た
。 

議
会
で
は
、
第
１
〜
４
回
定
例
会
と
委

員
会
（
計
：
159
日
）
に
お
い
て
、
一
般
質

問
、
審
査
等
に
臨
み
ま
し
た
。
定
例
会
毎

に
発
行
の
「
矢
沢
た
か
お
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
も

次
回
で
11
回
目
と
な
り
ま
す
。
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス
や
SNS
含
め
、
今
後
も
積
極
的

な
活
動
報
告
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

機
児
童
解
消
に
向
け
、
更
な
る
保
育
受
入

枠
の
拡
充
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
、
保
育
の
質
向
上
、
幼
児
教
育
の

重
要
性
、
多
世
代
や
地
域
で
子
ど
も
を
見

守
り
、
育
て
る
事
が
出
来
る
環
境
を
作
っ

て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
ど
う
い
っ
た

環
境
で
育
つ
事
が
幸
せ
な
の
か
、
そ
れ
を

本
市
で
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
か
、
皆

様
の
ご
意
見
も
頂
き
な
が
ら
取
組
ん
で

参
り
ま
す
。 

二
．
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て 

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

 

平
成
29
年
10
月
1
日
現
在
、
宮
前
区

の
特
養
入
居
希
望
者
数
は
472
名
。
全
市
で

3582
名
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
申
請
者
数
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の

制
度
改
正
の
影
響
に
加
え
、
在
宅
を
初
め

様
々
な
選
択
肢
が
増
え
て
き
た
事
が
そ

の
理
由
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

先
日
の
第
４
回
定
例
会
を
含
め
、
議
会
で

は
継
続
し
て
、
入
居
申
請
者
数
の
実
態
調

査
と
、
申
請
窓
口
の
一
元
化
を
進
め
る
よ

う
提
言
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
初
め

て
、
行
政
か
ら
「
申
請
窓
口
の
一
元
化
と

シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
、
実
施
す
る
方

向
で
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
」
と

答
弁
。
入
居
希
望
者
、
施
設
事
業
者
双
方

に
と
っ
て
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。 

三
．
災
害
対
策
・
交
通
施
策
等 

●
区
内
新
規
バ
ス
路
線 

 

向
ヶ
丘
遊
園
駅
〜
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅

間
の
バ
ス
運
行
社
会
実
験
を
経
て
、
本
格

運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
懸
念
さ
れ
て

い
た
事
業
採
算
性
を
含
め
、
順
調
に
運
行

が
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
更
に
注
力
し

て
き
た
向
丘
地
区
か
ら
区
役
所
行
き
バ

ス
路
線
も
「
菅
生
車
庫
行
き
の
延
伸
」
と

い
う
形
で
実
現
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
は
、
利
用
時
間
帯
の
充
実
と
、
バ
ス

通
り
に
お
け
る
渋
滞
対
策
も
重
要
で
す
。

バ
ス
避
け
の
設
置
等
に
よ
る
「
定
時
性
の

向
上
」
を
図
る
な
ど
、
バ
ス
走
行
環
境
の

改
善
に
も
努
め
て
参
り
ま
す
。 

●
鷺
沼
駅
周
辺
再
開
発 

 

昨
年
は
地
権
者
か
ら
な
る
準
備
組
合
が

設
立
。
今
後
は
、 

平
成
31
年
度
に
都
市
計

画
手
続
を
完
了
し
、
平
成
33
年
度
の
工
事

着
手
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

鷺
沼
町
会
を
初
め
と
す
る
周
辺
町
会
の
会

長
や
商
店
会
長
等
で
構
成
さ
れ
る
再
開
発

推
進
協
議
会
が
設
立
。
同
協
議
会
か
ら
の

区
役
所
、
市
民
館
、
図
書
館
の
移
転
要
望

を
受
け
、
現
在
市
で
は
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。
議
会
で
は
併
せ
て
バ
ス
交
通
ア
ク

セ
ス
の
充
実
、
道
路
渋
滞
へ
の
対
応
を
提

言
し
続
け
て
参
り
ま
す
。 

四
．
誇
り
あ
る
ふ
る
里
づ
く
り 

●
国
史
跡
橘
樹
官
衙

た
ち
ば
な
か
ん
が

遺
跡
群

い
せ
き
ぐ
ん 

 

市
初
の
国
史
跡
指
定
を
受
け
た
橘
樹
官

衙
遺
跡
群
（
影
向
寺
、
橘
樹
郡
衙
）
の
保

存
活
用
計
画
が
、
今
年
度
策
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
史
跡
指
定
地
内
を
初
め
、

計
画
に
か
か
る
民
有
地
の
地
権
者
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
、
公
有
地
化
を
推
進
す
る

他
、
観
光
・
教
育
・
文
化
資
源
と
し
て
の

活
用
を
見
据
え
て
、
現
在
の
課
題
（
史
跡

を
学
べ
る
施
設
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
多
目

的
広
場
や
道
路
等
の
整
備
）
を
進
め
る
為

の
根
拠
と
な
る
重
要
な
計
画
で
す
。
来
年

度
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
整
備
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。
地
域
の
今

後
30
年
間
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
計

画
と
な
る
為
、
地
域
の
要
望
が
計
画
に
反

映
で
き
る
よ
う
善
処
し
て
参
り
ま
す
。 

五
．
市
の
財
政
状
況 

 

本
市
は
昨
年
、
人
口
150
万
人
を
突
破

し
、
全
国
政
令
市
の
中
で
京
都
市
を
抜
い

て
第
７
位
と
な
り
ま
し
た
。
近
い
内
に
、

第
６
位
の
神
戸
市
を
上
回
る
と
の
こ
と
で

す
。
市
税
収
入
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る

も
の
の
、
一
般
財
源
に
占
め
る
義
務
的
経

費
割
合
（
社
会
保
障
費
等
）
が
高
い
本
市

は
、
人
口
ピ
ー
ク
後
に
訪
れ
る
平
成
42
年

以
降
、
少
子
高
齢
化
の
更
な
る
進
展
と
人

口
減
少
を
見
据
え
た
財
政
運
営
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。 
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どなたでも参加できます。 

どうぞお気軽にお越し下さい！ 
                                事務所は 1月 6日（土）より開きます。 
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 

 

皆
様
方
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
、
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
成
２９
年
の
後
援
会
行
事

も
、
多
く
の
皆
様
方
に
ご
参
加
を
頂
き
ま
し

て
、
盛
会
に
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
矢
沢
た
か
お
議
員
に
対

し
ま
し
て
の
大
き
な
ご
支
援
と
、
後
援
会
活

動
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
年
も
後
援
会
行
事
に
会
員
相
互
の
親

睦
を
は
か
り
な
が
ら
も
、
色
々
な
分
野
の
学

習
を
す
る
企
画
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
後
援

会
行
事
に
良
い
案
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是

非
ご
提
案
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
の
１２
月
矢
沢
た
か
お
議
員

に
第
一
子
が
誕
生
し
ま
し
た
。
自
ら
の
子
育

て
経
験
を
い
か
し
、
子
育
て
を
理
解
し
、
今

後
の
議
員
活
動
の
幅
を
拡
げ
て
頂
け
る
よ

う
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
念
願
で
あ
り
ま
す
青
年
部
の
立

ち
上
げ
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
後
援
会
の
活

動
は
多
く
の
皆
様
方
に
支
え
て
頂
い
て
い

ま
す
が
、
モ
ッ
ト
ー
は[

出
来
る
時
に
、
出
来

る
事
を
、
出
来
る
だ
け]

で
す
の
で
、
ご
負
担

の
な
い
範
囲
で
お
手
伝
い
頂
け
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。 

本
年
も
役
員
、
支
部
長
、

女
性
部
、
青
年
部
、
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
一
同

で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き

良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

日 時・・・１月 14 日（日）午後２時～  

会 場・・・ＪＡセレサ川崎 向丘支店３階 

会 費・・・３，０００円 

後援会 会 長 

村 野 誠 治 

賀詞交歓会のご案内 
 

編
集
後
記 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

皆
様
、
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
「
後
援

会
だ
よ
り
」
第
3
号
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
、
矢
沢
た
か
お
議
員
も
地
域
の
代
表
と
し
て

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
内
容
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
そ
の
都
度
更
新
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
や
、
議
員

が
発
行
し
て
い
る
矢
沢
た
か
お
N

E

W

S

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
平
成
29
年
も
多
く
の
行
事

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
、
皆
様
の
ご
理
解
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

市
政
相
談
等
事
務
所
に
て
お
受
け
い
た
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
住
所
等
の
変
更
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

事
務
局 

          

事
務
局 

 
 

  

後
援
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

第
2
回 

 

平
成
29
年
９
月
2
日 

 
  

タ
チ
バ
ナ
ボ
ウ
ル 

〖
男
性
の
部
〗 

〖
女
性
の
部
〗 

優 

勝 

久
保 

 

貴
博 

 

小
川 

裕
子 

準
優
勝 

吉
田 

三
之
助 

 

猿
橋 

恵
子 

第
３
位 

 

小
原 

 

孝
行 

 

桧
物 

裕
美
子 

        
 

 

  

後

援

会

活

動 

 

平
成
29
年
１
月
8
日
賀
詞
交
歓
会 

 

毎年参加者が増え続けています 

昨年も大盛況で催されました。 

両日とも天候にも恵まれ、

絶好のゴルフ日和となりま

した 

平
成
29
年
８
月
１１
日 

矢
沢
た
か
お
後
援
会
納
涼
の
集
い 

大好評だった野川の猿回し「戦豆」

さんに今回もお越しいただきました 

平
成
29
年
11
月
26
日 

矢
沢
た
か
お
市
政
報
告
会 昨年は KSP をお借りして 

開催する事ができました。 

本
年
も
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。 

次
回
の
開
催
日
決
定 

平
成
30
年
５
月
24
日
（
木
） 

平
成
30
年
１０
月
25
日 (

木) 

  

平
成
29
年
４
月
２９
日 

矢
沢
た
か
お
後
援
会
活
動
報
告
会 

後援会年間行事等会員の皆様より 

ご承認をいただきました 

後
援
会
ゴ
ル
フ
大
会 

第
3
回 平

成
29
年
５
月
18
日 

 
  

川
崎
国
際
生
田
緑
地
ゴ
ル
フ
場 

〖
男
性
の
部
〗 

〖
女
性
の
部
〗 

優 

勝 

遠
藤 

茂 
 

 

山
根 

静
子 

準
優
勝 

大
沼 

定
次 

 
 

永
井 

ひ
ろ
み 

第
３
位 

 

椎
野 

邦
雄 

 

小
泉 

初
江 

第
4
回 平

成
29
年
10
月
26
日 

 
 

 
 

川
崎
国
際
生
田
緑
地
ゴ
ル
フ
場 

 
 
 

 

〖
男
性
の
部
〗 

〖
女
性
の
部
〗 

優 

勝 

杉
田 

光
裕 

 
 

岸 
 

藜
奈 

準
優
勝 

杉
田 

政
彦 

 
 

岡
田 

拡
子 

第
３
位 

遠
藤 

茂 
 

 

山
根 

朝
子 

         
 

 

  

矢沢たかお後援会事務所の対応 

                                             

開所時間 月～土 午前 10 時～午後 4 時 

                                             

※日曜日・祝日は閉所です。 

皆
様
新
年
を
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
日
頃
の
慌
た
だ
し
さ
を
忘
れ
、
の
ん

び
り
と
静
養
し
た
い
で
す
よ
ね
。
今
回
は
お

正
月
の
豆
知
識
を
ひ
と
つ
。
テ
ー
マ
は
「
初

夢
」 

初
夢
と
は
元
日
、
ま
た
は
２
日
の
夜

に
見
る
夢
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
初
夢
で 

 

縁
起
が
良
い
も
の
と

さ
れ
て
い
る
の
が

「
一
富
士
、
二
鷹
、
三

茄
子
」
で
す
ね
。
そ
の

続
き
が
あ
る
の
は
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？

「
四
扇
、
五
煙
草
、
六

座
頭
」
と
続
く
そ
う

で
す
。
皆
様
も
良
い

初
夢
を
見
て
縁
起
の

良
い
一
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。 

ち
ょ
っ
と
コ
ラ
ム 


